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2019年度「酪総研シンポジウム」

日本気象予報士会北海道支部 気象予報士 志田昌之

「温暖化」どうなる北海道
～温暖化の現状と、これから北海道で起こること～

私の話は聞かなくていい、科学者の言葉を聴け！
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第１次評価報告書（1990年）

「人為起源の温室効果ガスは気候変化を生じさせるおそれがある」

第２次評価報告書（1995年）

「識別可能な人為的影響が全球の気候に現れている」

第３次評価報告書（2001年）

「過去50年間に観測された温暖化の大部分は、温室効果ガス濃度の増加
によるものであった可能性が高い」

第４次評価報告書（2007年）

「気候システムの温暖化には疑う余地がない」
「20世紀半ば以降に観測された世界平均気温の上昇のほとんどは、人為起源
の温室効果ガス濃度の増加によってもたらされた可能性が非常に高い」

第５次評価報告書（2013-2014年）

「気候システムの温暖化には疑う余地がない」
「人間による影響が20世紀半ば以降に観測された温暖化の
支配的な原因であった可能性が極めて高い」

第６次評価報告書（2021-2022年公表予定）
「1.5℃特別報告書」
2018年10月公表

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）評価報告書
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気候システムの温暖化には疑う余地がなく、また
1950 年代以降、観測された変化の多くは数十
年から数千年間にわたり前例のないものである。
大気と海洋は温暖化し、雪氷の量は減少し、海面
水位は上昇し、温室効果ガス濃度は増加している。

気候変動2013 第1 作業部会報告書
ＩＰＣＣ第5 次評価報告書 政策決定者向け要約より

温暖化で何がおきている？
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地球温暖化とは

気候システムへのエネルギーの収支 温室効果ガス
二酸化炭素、メタン、
一酸化二窒素、フロン類など

IPCC（2013）第5次評価報告書

反射太陽放射

温室効果

温室効果ガスの増加

地表面からの赤外線が
宇宙に届きにくくなる

大気や海に熱が貯まる

太陽からのエネルギーより、
宇宙に出ていくエネルギーが、
わずかに少なくなる

人為的な要因による温室効果ガスの増加により、
地球規模で、急速かつ長期的に、地上気温や海水温が上昇すること
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温室効果とは（大気がない地球）

大気がないと
地表の温度は－19℃

太陽光で
暖められる

大気がない
仮想の地球

太陽

宇宙に熱を放出する
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温室効果とは（大気がある地球）

温室効果ガスがあると
地表の温度は＋14℃

太陽光で
暖められる

大気がある
実際の地球

二酸化炭素などが大気を暖める働きを温室効果という。

温室効果ガス
水蒸気、二酸化炭素、
メタン、フロンガスなど

太陽

宇宙に放出する熱
を一部吸収する

＝＞温室効果
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温室効果とは（CO2などが増えた地球）

温室効果ガスが増えた
地表の温度は＋14℃＋α

太陽光で
暖められる

CO2などが
増えた地球

地球温暖化ととは
二酸化炭素などが増え、温室効果が強まって気温が上昇すること

太陽

温室効果ガスの増加

温室効果が強まる
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地球における二酸化炭素濃度の変化

1985年1月
～

2017年12月

出典：気象庁 ホーム > 各種デー
タ・資料 > 地球環境・気候 > 温室効
果ガス > 二酸化炭素分布情報 > 二酸
化炭素濃度球面分布図（月平均値）
http://ds.data.jma.go.jp/ghg/kan
shi/co2sphere/co2spherem.html
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温室効果ガスはどうなっている？

全国地球温暖化防止活動推進センター「すぐ使える図表集」http://www.jccca.org/chart/

 世界の二酸化炭素排出量

日本は第5位で、世界
に対する割合は3.6％

但し、一人あたりの排
出量について日本を基
準にしてみてみると

日 本 ➡ 1.0
中 国 ➡ 0.7
アメリカ➡ 1.7
インド ➡ 0.2
ロシア ➡ 1.1
韓 国 ➡ 1.2
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北海道の気候変化 第２版

これまでの気候変化と将来予測を
とりまとめ、2017年３月に「第２
版」として公開

≫ 2010年に「北海道の気候変化」
刊行後５年以上経過した

≫ 利用できるデータの期間の延長
や新たな知見が公表された

≫ これらを踏まえ、発刊！

札幌管区気象台HP掲載先：
http://www.jma-net.go.jp/sapporo/tenki/kikou/kikohenka/kikohenka.html
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「これまでの変化」北海道の気候変化 第２版
 年平均気温の変化

≫ 北海道７地点（札幌、旭川、帯広、網走、根室、函館、寿都）の平
均では、100年あたりおよそ1.59℃の割合で上昇

≫ 札幌や旭川等の都市化の影響も一部含まれるものの、世界や日本の
気温の上昇傾向等から、地球温暖化が主な要因であると考えられる

青線：移動平均（5年）、赤線：期間にわたる変化傾向

（▲はいずれかの地点で観測場所の
移転があったことを示し、移転前の
データを補正して利用している。
統計期間：1898～2015年）

12
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図1.1.1-1 北海道7 地点（旭川、網走、札幌、帯広、根室、寿都、函館) を平均した平均気温の経年変化
(1898～2015 年、単位:℃)
細線(黒) は北海道7 地点での基準値からの偏差を平均した値を示している。太線（青）は偏差の5年移動
平均を示し、直線（赤）は長期的な変化傾向を示す。基準値は1981～2010 年の30 年平均値。
なお、7 地点のうちのいずれかにおいて観測場所の移転があった年については横軸上に▲で示し、移転前
のデータを補正して利用している。

年平均気温の変化は
100年あたりおよそ
1.59℃の割合で上昇

夏平均気温の変化は
100年あたりおよそ
1.17℃の割合で上昇

「夏:6-8月の変化」北海道の気候変化 第２版(資料編)

夏の変化は年々の変動
が大きいが、年平均に
比べて緩やかに上昇中

13 14

１．畑作物（かなりの打撃）
麦、てんさい、じゃがいも、大豆以外の豆類は減収

→要因高温＋多雨（湿害）
大豆以外の畑作物は極端に暑い夏には強くない

２．水稲 品質は良い 作況指数９８
北海道の主産地北空知（作況指数９４）上川（同９７）で落ち込む
全道の気象概況（記録的な夏期の高温、７月の多雨）
高温年で作況指数が平年を下回るのは初めて

３．乳量 生乳生産量低下 牛の死廃と栄養不足
７月下旬から生産乳量が低下し、８月上旬から前年を下回る
多くの牛の死廃と栄養不足 → 繁殖障害 【お産の周期に大幅な遅れ】
生乳生産の回復は翌２０１１年の秋以降まで影響を引きずる

2010年夏 記録的高温

15

北海道22地点：夏(6月～8月)の平均気温の経過

北海道22地点;稚内､北見枝幸､羽幌､雄武､留萌､旭川､網走､小樽､札幌､岩見沢､帯広､釧路､根室､
寿都､室蘭､苫小牧､浦河､江差､函館､倶知安､紋別､広尾の平年値1981～2010からの差を平均

16
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乳量 8月最初の１週間位が特に暑かった！
７月まで前年を上回っていた生乳生産量が８月上旬いきなり前年を割込む
しかし、高温が短期間だったので、８月中旬以降は前年を上回るまで回復

2019年夏の気象経過 【３年振りの高温】

2010年夏の気象経過
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 2019年3月に公開。地球温暖化予測情報第9巻（気象庁）の地方版。
 IPCC第５次評価報告書で用いられた温室効果ガスの濃度変化シナリオのうち、最も高程度の
温室効果ガス排出が続くと想定した場合の予測結果。

 現在気候（1980年～1999年）と将来気候（2076年～2095年）を比較した解析。

北海道地方 地球温暖化予測情報
札幌管区気象台ホームページで全文公開中

https://www.jma-net.go.jp/sapporo/tenki/kikou/kikohenka/pref_gwp9.html

北海道の気候の将来を予測

19

将来予測のための温室効果ガス排出シナリオ

 「北海道地方 地球温暖化予測情報」は、IPCC第５次評価報告書で用い
られた温室効果ガスの濃度変化シナリオのうち最も高程度の温室効果ガス排
出が続くと想定した場合（RCP8.5シナリオ）の予測結果である。

気象庁「異常気象レポート2014」図2.1.7に加筆。
各シナリオの年間の二酸化炭素排出量を炭素重量に換算しGt（ギガトン）で示す。RCP（Representative Concentration Pathways；
代表濃度経路）の後ろに続く数値は、2100年時点での放射強制力の工業化以前に対する増加を表す。 20
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北海道の気温の将来予測
北海道地方の年平均気温は５℃程度の上昇が予測されています。
季節別では、冬の上昇幅が大きく、６℃程度の上昇が予測されて
います。

棒グラフは現在気候に対する将来気候の変化量、細い縦線は現在
気候と将来気候の年々変動の幅（標準偏差）を示しています。

将来気候と現在気候との差。
特定の狭い領域の変化に着目せず、地域全体の平均的な
変化傾向として捉えるようにしてください。

RCP8.5シナリオによる将来予測

21

北海道地方では真夏日が年に25日程度出現することが予測されて
います。

これまでほとんどなかった熱帯夜が年に10日程度出現することが予測
されています。

真夏日の年間日数の将来変化
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灰色の棒グラフは北海道地方の現在の値、赤色の棒グラフは現在気候に対
する将来気候の増加量を示しています。細い縦線は将来気候の年々変動
の幅（標準偏差）を示しています。地域によっては地域内の変化量が大きく
異なる場合がありますが、ここでは地域全体の平均的な増加量であることに
注意してください。

現在気候と将来気候との差。
地点別の変化に着目せず、地域全体の平均的な変化
傾向として捉えるようにしてください。

北海道の真夏日・熱帯夜の将来予測
RCP8.5シナリオによる将来予測
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真冬日の年間日数の将来変化
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北海道地方の冬日の日数は現在の約3分の2に、真冬日は年に
10日程度の出現になることが予測されています。

灰色の棒グラフは北海道地方の現在の値、赤色（斜線）の棒グラフは
現在気候に対する将来気候の減少量を示しています。細い縦線は将来
気候の年々変動の幅（標準偏差）を示します。地域によっては地域内
の変化量が大きく異なる場合がありますが、ここでは地域全体の平均的な
減少量であることに注意してください。

現在気候と将来気候との差。
地点別の変化に着目せず、地域全体の平均的な
変化傾向として捉えるようにしてください。

北海道の冬日・真冬日の将来予測
RCP8.5シナリオによる将来予測

23 http://www.jma-net.go.jp/sapporo/tenki/kikou/kikohenka/Ver3/18_nemuro.pdf 24
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根室地方では、年平均気温が5.3℃上昇する等、平均・最高・最低気温は
年・各季節とも有意に上昇する。
季節別では、平均・最高・最低気温いずれも冬の上昇量がやや大きく、冬の
平均気温は6.1℃の上昇となっている。
これは、海氷や積雪の融解・減少等によりさらに気温が上昇する効果が、よ
り影響の受けやすい冬に現れているものと考えられる。

25

根室地方では、夏日・真夏日・猛暑日・熱帯夜の日数とも有意に増加す
る。夏日は年に約39 日、真夏日は年に約11 日増加する予測となってお
り、これは、21 世紀末には、夏日が50 日程度の出現になることを、真
夏日が10 日程度の出現になることを表している。
また、現在はほとんど出現しない熱帯夜が、21 世紀末には年に数日程度
出現する予測となっている。 26

根室地方では、冬日・真冬日の日数とも有意に減少する。
冬日は年に約58 日、真冬日は年に約54 日減少する予測となっており、これは、
21 世紀末には、冬日が現在の約2/3 の100 日程度の出現になることを、真冬
日が5 日程度の出現になることを表している。

27
出典：気象庁 気象研究所 第4研究室＞全球気候モデルによる地球温暖化予測
https://www.mri-jma.go.jp/Dep/cl/cl4/yosoku/yosoku.html

全球気候モデルによる
地球温暖化予測

図は、大気温度変化の３次元構造です。
地球温暖化により、対流圏は気温が上
昇する一方、成層圏では気温が低下し
ます。熱帯では上部対流圏で昇温が大
きく、北半球高緯度では対流圏下層で
昇温が大きい。
このような気温変化の３次元構造に対
応して大気循環が変化します。 （制作:気象研究所気候研究部 行本誠史）

28

https://www.mri-jma.go.jp/Dep/cl/cl4/cl4-sjis.html
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http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/chis
hiki_ondanka/pdf/p13.pdf

地球温暖化に関する知識 ２０１9 年11 月

北大西洋では熱帯海域の海水温の上昇に
ともなって、1970 年ごろから強い熱帯低
気圧（ハリケーン）の活動が増えています。

一方、台風（最大風速が秒速17.2 メー
トル以上の北西太平洋の熱帯低気圧を台風
と呼びます）の発生個数、日本への接近数、
上陸数には、長期的な増加や減少の傾向は
見られません。

気候変動に関する政府間パネル（IPCC）

の第5 次評価報告書によると、地球温暖化
の進行に伴い、台風など熱帯低気圧の強さ
が増す可能性が指摘されています。

台風の将来予測

気候モデルが予測した将来の台風
（「21 世紀気候変動予測革新プログラム」
の一環として気象研究所、海洋研究開発機
構などによる研究グループが実施）

29 ★気象庁データより作成。 ★北海道の数は、各台風の経路図から読み取り独自に作成。

台風第19号は、10月12日19時前に
大型で強い勢力で伊豆半島に上陸し
ました。
その後、関東地方を通過し、13日
12時に日本の東海上で温帯低気圧
に変わりました。
衛星画像からは、台風の眼が明瞭で、
猛烈な勢力であること、台風中心の
北側に発達した雲域が広がっている
ことが分かります。

出典:気象庁ホーム >知識・解説 >気象観測・気象衛星
>気象衛星観測について
http://www.jma-
net.go.jp/sat/satellite/satellite.html

令和元年台風第19号の気象衛星画像 2019年10月9日15時-13日14時

31 32
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大雨特別警報を発表した頃の危険度分布

10 月12 日16 時
（静岡県、神奈川県、東京都、埼玉県、
群馬県、山梨県、長野県に大雨特別警報
を発表した直後）

3時間降水量 24時間降水量

大雨警報(土砂災害) 大雨警報(浸水害)

洪水警報の危険度分布

36
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大雨特別警報を発表した頃の危険度分布

10 月12 日20 時
（茨城県、栃木県、新潟県、福島県、宮
城県に大雨特別警報を発表した直後）

3時間降水量 24時間降水量

大雨警報(土砂災害) 大雨警報(浸水害)

洪水警報の危険度分布

37

北海道で大きな災害を
もたらす大雨パターン

大雨パターン

高
高

高

台

低

暖かく湿った空気

冷たい空気

北海道に前線が停滞しているところに
南から台風（熱帯低気圧）が北上

台風の周辺から水蒸気を大量に含んだ暖かく湿った空気が送り込まれ、前線の活動が
活発になる。前線による雨とその後の台風本体による雨雲により長時間大雨が続く。

前線 ＋ 台風 ＝ 大雨

39

台風第12号と前線による大雨。石狩川流域で大規模な氾濫発生。
道内の死者8名、負傷者14名。被害総額約2700億円。

「56水害」昭和56年（1981年）8月3日～6日

なんといっても56水害

西豊沼付近

40
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8月3日 8月4日 8月5日 8月6日

時間雨量と積算雨量 1981年08月03日01時～1981年08月07日01時

岩見沢

恵庭島松

美唄

宇登呂

積算430ミリ

積算410ミリ

積算406ミリ

積算405ミリ

41

地上天気図と衛星画像
昭和56年8月4日21時

岩見沢で
410ミリ

宇登呂で430ミリ

台

台＜札幌＞ 1981年8月3日01時～1981年8月7日00時 293.0ミリ

丸二日雨が続く

台風第12号からの暖かく湿った空気が流
入し、前線活動が活発化し大雨となる。

札幌で
293ミリ

昭和56年8月3日から～6日にかけての総雨量

42

気象衛星赤外画像

平成28年8月の北海道に接近・上陸した台風

地上天気図

平成28年台風第6号が北海道の東部を通過以降、台風第7号、第11号、第9号
が北海道に上陸しました。3つの台風が北海道に上陸するのは統計開始以来初めてで
す。 また、台風第10号の接近・通過もあり各地で甚大な被害が発生しました。

台風第6号、第7号、第11号、第9号、第10号（接近順）（平成28年8月15日03時～31日21時）

43 （mm）

平成28年8月の北海道の月降水量
アメダスの観測による道内225地点中、
“89地点”で、月降水量の極値（１位）を更新し、太平洋側東部の広い地域で
平年の２～４倍となる500ミリを超える降水量となった。

振興局毎の更新地点数

振興局：更新数／全地点数
上川： 8／30
石狩： 2／12
空知： 3／17
ｵﾎｰﾂｸ： 27／29
根室： 10／10
釧路： 16／16
十勝： 20／25
日高： 3／13

※宗谷・留萌・後志・渡島・檜山・胆
振地方の73地点では該当なし。

44
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《参考》地形性降雨

8月末に十勝地方に大雨をもたらした主な要因

※「平成28年8月29日～31日にかけての台風第10号に関する気象速報」帯広測候所 より抜粋

①ｶﾑﾁｬﾂｶの南に中心を持つ高気圧の縁をまわる湿った東よりの風の流入が持続
②日高山脈などでは地形による上昇気流により雨雲が強化される
③台風第10号の北上に伴って更に湿った空気が流入する
④30日夜から31日未明には台風第10号本体の雲域もかかり更に雨が強まる

45

29日0時から31日24時までの72時間積算

解析雨量

山沿いでは

広域で300以上

所々400ミリ超え

46

北海道開発局「平成28年台風第10号による出水の概要」より

47

北海道開発局「平成28年台風第10号による出水の概要」より

48
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帯広開発建設部「管内国道の通行止めについて（第5報）」より

49

2019/08/31の局地的大雨
岩見沢と三笠で記録的短時間大雨情報

50

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

14:00

51

14:30

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

52
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15:00

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

53

15:30

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

54

16:00

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

55

16:30

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

56
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17:00

岩見沢

三笠

美唄

滝川

解析雨量 （レーダと雨量計から算出した１時間降水量）

57

ネット画像より

58

記録的短時間大雨情報 キロクアメ
数年に一度程度しか発生しない１時間雨量を、
観測又は解析したときに発表する情報

各地の発表基準

猛烈な雨
恐怖感を感じる

【15:23大雨警報（浸水害）岩見沢・三笠・美唄に発表】

★尋常ではない雨が実際に降った。
★災害の危険が一段と高まった。

この情報が発表された市町村では、
大雨による浸水害や土砂災害の発生する可能性が一段と高まる。

石狩・空知・後志地方記録的短時間大雨情報 第１号

令和元年８月３１日１５時３７分 気象庁発表

（見出し）

１５時３０分北海道で記録的短時間大雨
岩見沢市岩見沢付近で約１００ミリ

59

【危険度分布】
-大雨警報・洪水警報の危険度分布（概要）
-危険度分布の５色の表示条件
-危険度分布の利用

★イチオシ！の気象情報

60
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気象庁ホームページの【危険度分布】のバナーをクリック

61

スマホでは、危険度分布をタッチし、
○印内のメニューバークリックで切り替え

62

出典：気象庁 気象防災アドバイザー育成研修 「防災気象情報について」より
63

出典：気象庁 気象防災アドバイザー育成研修 「防災気象情報について」より
64
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５分毎の雨雲の動き
＋

１時間先までの予想

１５時 ００分

65

１５時 ００分

66

１6時 ００分

67

１7時 2０分

68
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出典：地理院地図

北海道の降水量の変動

北海道平均では、年降水量に長期的な変化はみられません。
最近10年（2009年以降）は平年を上回る年が続いています。

北海道平均に使用した6地点
（1901年以降観測を継続し、長期間
均質なデータを確保できる地点）

北海道平均

北海道の6地点（札幌、旭川、帯広、網走、根室、寿都）を平均した年降水量の経年変化（1901～2018年、単位：mm）。
棒グラフは基準値からの偏差を平均した値を示しています。
青線は偏差の5年移動平均を示します。基準値は1981～2010年の30年平均値です。

69

北海道の気候変化 第２版

≫ 北海道６地点（札幌、旭川、帯広、網走、根室、寿都）の平均では、
大雨（日降水量70mm以上）の発生回数が１地点あたり、100年
でおよそ0.22日の割合で上昇

青線：移動平均（5年）、赤線：期間にわたる変化傾向

統計期間：1901～2015年）

「大雨の発生回数の変化」北海道の気候変化 第２版

北海道平均に使用した6地点
（1901年以降観測を継続し、長期間
均質なデータを確保できる地点）

70

青線：移動平均（5年）、赤線：期間にわたる変化傾向

（統計期間：1979～2015年）

 北海道では「激しい雨（１時間降水量30mm以上の雨）」の年間発生
回数に増加傾向（10年あたりおよそ6.6回）がみられる

≫ 地球温暖化の影響の可能性があるが、より確実に評価するためには
今後のさらなるデータの蓄積が必要

同じ要素で1979～2010年
のデータを見ると、有意な
変化傾向は見受けられない

「短時間強雨の変化」北海道の気候変化 第２版

★道内166地点における発生回数なので、80回は1地点に換算すると約0.5回となる。
71

北海道地方では、大雨（日降水量100mm以上）や激しい雨
（１時間降水量30mm以上）が、ほぼ毎年のように出現するよ
うになることが予測されています。

１時間降水量30mm以上の年間回数の将来変化

-0.5

0

0.5

1

1.5

日降水量

100mm以上の日数

1時間降水量

50mm以上の回数

1時間降水量

30mm以上の回数

[日･回]
大雨等の１地点あたりの年間発生日（回）数の変化

（北海道地方）
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世
紀
末
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年
々
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幅
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灰色の棒グラフは現在気候の発生日（回）数、青色の棒グラフは将来気
候における発生日（回）数を示しています。細い縦線は現在気候と将来
気候の年々変動の幅（標準偏差）を示します。地域によっては地域内の
変化量が大きく異なる場合がありますが、ここでは地域全体の平均的な発
生日（回）数であることに注意してください。

現在気候と将来気候との差。
地点別の変化に着目せず、地域全体の平均的な
変化傾向として捉えるようにしてください。

北海道の雨の降り方の将来予測
RCP8.5シナリオによる将来予測

72
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根室地方では、1 地点あたりの大雨・短時間強雨の発生日（回）数とも有意に増加する。
日降水量100mm 以上の大雨や1 時間降水量30mm 以上の短時間強雨（バケツをひっくり返
したような雨）は、21 世紀末にはそれぞれの現象がほぼ毎年のように出現する予測となってい
る。

73

根室地方では、1 地点あたりの大雨・短時間強雨の発生日（回）数とも有意
に増加する。日降水量100mm 以上の大雨や1 時間降水量30mm 以上の短
時間強雨（バケツをひっくり返したような雨）は、21 世紀末にはそれぞれ
の現象がほぼ毎年のように出現する予測となっている。

74

≫ 北海道日本海側８地点（稚内、留萌、旭川、札幌、岩見沢、
寿都、江差、倶知安）の平均では、10年あたりおよそ
3.8％の割合で減少

≫ 統計期間が比較的短いことから、より確実に評価するため
には今後のさらなるデータの蓄積が必要

青線：移動平均（5年）、赤線：期間にわたる変化傾向

（統計期間：1962～2015年）

「年最深積雪の変化」北海道の気候変化 第２版

75
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北海道地方の年最深積雪は約40％減少することが予測されています。

棒グラフは現在気候に対する将来気候の変化率、細い縦線は現在気候と
将来気候の年々変動の幅（標準偏差）を示しています。（単位：％）

現在気候に対する将来気候の変化率（単位：％）。
地点別の変化に着目せず、地域全体の平均的な変化
傾向として捉えるようにしてください。

北海道の年最深積雪の将来予測

内陸部で減少率が小さくなっている要因として、沿岸部と比べてより寒冷な内
陸部では、地球温暖化がある程度進行した場合でも沿岸部と比べて降雪が積雪
として持続しやすいことなどが考えられる。

RCP8.5シナリオによる将来予測

76

年最深積雪の変化
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北海道地方の年最深積雪は約44％の減少となっており、地域別では太平洋側の
比率がやや大きく約50％の減少となっている。
また、年降雪量は約38％の減少となっており、地域別では太平洋側の比率がや
や大きく約48％の減少となっている。 77

青線：移動平均（5年）、赤線：期間にわたる変化傾向

 全国的には10年あたり1.0日の割合で早くなる傾向

 北海道８地点（稚内、旭川、網走、札幌、帯広、釧路、室
蘭、函館）の平均でも、10年あたり0.9日の割合で早く
なっている傾向

（ 統計期間：1953～2015年）

「さくらの開花日の変化」北海道の気候変化 第２版

78

79

北海道においては、これまでの気候変化や将来予測において、
気温の上昇、大雨回数の増加、短時間強雨の頻度の増加、最
深積雪・降雪量の減少（一部地域を除く）等が見受けられる

また、IPCC第５次評価報告書では、熱帯低気圧の発生数は減
少か変わらない可能性が高いものの、中心付近の最大風速や
降水量の平均は増加する可能性が高いとされている

これらのことから、北海道においては、気温上昇による熱中
症、大雨や熱帯低気圧（台風を含む）による風水害等の増加
が懸念される

本日のまとめ
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